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セクシュアル・ハラスメント法理における「歓迎されないこと」概念の考察（二・完）

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
法
理
に
お
け
る

「
歓
迎
さ
れ
な
い
こ
と
」
概
念
の
考
察
（
二
・
完
）

─
─
ア
メ
リ
カ
の
判
例
・
学
説
を
中
心
に
─
─

松
　
　
岡
　
　
千
　
　
紘

は
じ
め
に

第
一
章　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
お
け
る
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件
の
成
立
過
程

　

第
一
節　

申
立
人
の
「
主
観
」
の
評
価
と
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件

　

第
二
節　

M
eritor

事
件
と
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件

　
　
（
一
）　

一
審
・
二
審
判
決

　
　
（
二
）　

最
高
裁
判
決

第
二
章　
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件
を
巡
る
判
例
の
判
断
傾
向

　

第
一
節　
「
全
体
的
な
状
況
」
テ
ス
ト
と
申
立
人
の
言
動

　

第
二
節　

判
例
の
検
討

第
三
章　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
者
の
法
主
体
像
を
巡
る
判
例
の
展
開

　

第
一
節　
「
通
常
人
」
基
準
と
「
通
常
の
女
性
」
基
準
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論　　　説

　
　
（
一
）　

両
基
準
に
か
か
る
下
級
審
判
例
の
展
開
（
以
上
、
六
八
巻
六
号
）

　
　
（
二
）　
「
通
常
人
」
基
準
を
採
用
し
た
最
高
裁
判
決

　

第
二
節　

両
基
準
に
関
す
る
議
論
の
検
討

　
　
（
一
）　

学
説
上
の
「
通
常
の
女
性
」
基
準
の
支
持
根
拠

　
　
（
二
）　
「
通
常
の
女
性
」
基
準
に
対
す
る
批
判

　
　
（
三
）　
「
通
常
の
女
性
」
基
準
と
同
性
間
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

お
わ
り
に
─
─
今
後
の
検
討
課
題
─
─
（
以
上
、
本
号
）

第
三
章　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
者
の
法
主
体
像
を
巡
る
判
例
の
展
開

第
一
節　
「
通
常
人
」
基
準
と
「
通
常
の
女
性
」
基
準

（
二
）　
「
通
常
人
」
基
準
を
採
用
し
た
最
高
裁
判
決

　

先
述
の
よ
う
に
、「
通
常
人
」
基
準
及
び
「
通
常
の
女
性
」
基
準
に
関
し
て
は
、
下
級
審
裁
判
所
の
間
で
も
争
い
が
あ
っ
た
。
し
か

し
一
九
九
三
年
、H

arris v. Forklift System
s, Inc.

事
件
に
お
い
て
合
衆
国
最
高
裁
は
、
当
該
論
点
に
つ
い
て
「
通
常
人
」
基
準

を
採
用
す
る
と
判
示
し
た
。
本
件
で
は
、
機
材
レ
ン
タ
ル
会
社
で
あ
る
被
告
、Forklift System

s

社
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
っ
た
申

立
人T

eresa H
arris

が
、
被
告
会
社
社
長
で
あ
るCharles H

ardy

か
ら
、
頻
繁
に
性
的
に
侮
辱
的
な
言
動
を
被
っ
た
。H

ardy

は
、

他
の
従
業
員
ら
の
面
前
で
、
幾
度
も
彼
女
に
「
女
の
お
前
に
何
が
わ
か
る
」、「
我
々
は
、
男
の
レ
ン
タ
ル
管
理
職
を
求
め
て
い
る
」
等

と
話
し
、
少
な
く
と
も
一
度
、
彼
は
彼
女
に
「
大
馬
鹿
女
」
と
言
っ
た
。
ま
た
、H

ardy

は
時
折H

arris

や
他
の
女
性
従
業
員
ら
に
、

彼
の
パ
ン
ツ
の
前
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
コ
イ
ン
を
と
る
こ
と
や
、
彼
の
物
を
地
面
に
投
げ
、
彼
女
ら
に
そ
れ
を
拾
う
こ
と
を
求
め
、H

arris

や
他
の
女
性
労
働
者
ら
の
服
装
に
関
し
性
的
当
て
こ
す
り
を
行
っ
た
。

（
1
）

（
2
）
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セクシュアル・ハラスメント法理における「歓迎されないこと」概念の考察（二・完）
　

本
件
を
審
査
し
た
一
審
は
、Rabidue

事
件
の
多
数
意
見
に
依
拠
し
、「
仮
説
上
の
通
常
人
の
職
務
遂
行
能
力
に
干
渉
し
、
同
様
の

状
況
下
に
あ
る
通
常
人
の
精
神
的
な
健
康
状
態
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
」
た
か
否
か
が
、
第
七
編
で
禁
止
さ
れ
る
環
境
型
Ｓ
Ｈ
の
レ

ベ
ル
に
達
し
た
か
否
か
を
審
査
す
る
上
で
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
当
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
は

ま
ず
か
か
る
争
点
に
対
す
る
客
観
的
審
査
と
し
て
「
通
常
人
」
基
準
を
用
い
、
争
点
と
な
る
性
的
言
動
が
当
該
基
準
に
適
合
し
た
場
合
、

次
に
当
該
言
動
が
被
害
者
に
対
し
主
観
的
な
損
害
を
与
え
た
か
否
か
を
「
通
常
の
女
性
」
の
視
点
を
用
い
て
判
断
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
本
件
に
お
け
る
性
的
言
動
は
、「
通
常
の
女
性
」
を
侮
辱
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
申
立
人
自
身
、
悪
態
を
つ
き
、
冗
談
を
言
う

な
ど
し
て
当
該
職
場
環
境
に
馴
染
ん
で
い
た
た
め
に
、
彼
女
の
精
神
的
な
健
康
状
態
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
と
判

断
し
た
。

　

H
arris

の
控
訴
を
受
け
た
第
六
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
パ
ー
キ
ュ
リ
ア
ム
で
原
審
を
支
持
し
た
。
サ
ー
シ
オ
レ
ー
ラ
イ
を
受
理
し

本
件
を
審
理
し
た
連
邦
最
高
裁
は
、
職
場
環
境
が
差
別
的
且
つ
敵
対
的
又
は
虐
待
的
で
あ
る
の
に
十
分
な
ほ
ど
差
別
的
言
動
が
深
刻
又

は
蔓
延
し
て
い
る
か
否
か
を
審
査
す
る
た
め
に
は
、
客
観
的
な
評
価
軸
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
「
通
常
人
」
の
視
点
を

用
い
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
判
示
し
た
。
曰
く
、「『
労
働
者
に
不
快
な
感
情
を
抱
か
せ
る
単
な
る
口
汚
い
言
葉
』
は
、
第

七
編
に
示
さ
れ
る
雇
用
条
件
に
十
分
に
影
響
を
与
え
な
い
。
客
観
的
に
敵
対
的
又
は
虐
待
的
職
場
環
境
─
─
通
常
人
が
敵
対
的
又
は
虐

待
的
と
看
做
す
環
境
─
─
を
創
出
す
る
の
に
十
分
な
ほ
ど
深
刻
若
し
く
は
蔓
延
し
て
い
な
い
行
為
は
、
第
七
編
の
目
的
の
埒
外
に
在

る
」。
加
え
て
当
裁
判
所
は
、「
当
該
被
害
者
が
、
当
該
環
境
を
虐
待
的
で
あ
る
と
主
観
的
に
み
な
さ
な
い
な
ら
ば
、
当
該
行
為
は
実
質

的
に
被
害
者
の
雇
用
条
件
を
変
化
さ
せ
て
お
ら
ず
、
第
七
編
の
侵
害
は
な
い
」
と
判
示
し
た
。
要
す
る
に
、
連
邦
最
高
裁
は
、
第
七
編

で
禁
止
さ
れ
る
環
境
型
Ｓ
Ｈ
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
、
客
観
的
基
準
と
し
て
、「
通
常
人
」
が
当
該
職
場
環
境
を
敵
対
的
又

は
虐
待
的
で
あ
る
と
み
な
す
必
要
が
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
主
観
的
基
準
と
し
て
、
申
立
人
が
敵
対
的
又
は
虐
待
的
で
あ
る
と
み
な
す

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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論　　　説

必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
な
お
、
同
裁
判
所
は
、
一
審
が
環
境
型
Ｓ
Ｈ
の
成
否
の
判
断
に
際
し
申
立
人
の
精
神
的
な
健
康
状
態
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
否
か
に
依
拠
し
た
こ
と
に
触
れ
、
精
神
的
な
健
康
状
態
に
対
す
る
損
害
は
、「
全
体
的
な
状
況
」
の
一
つ

に
は
含
ま
れ
る
も
の
の
、
そ
の
唯
一
の
要
件
で
は
な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
裁
判
所
は
本
件
の
更
な
る
審
査
を
求
め
、
原
審
の

破
棄
差
し
戻
し
を
命
じ
た
。
尚
、
本
件
で
はScalia

判
事
に
よ
る
結
果
同
意
意
見
が
あ
る
。
同
判
事
は
、「
虐
待
的
」
若
し
く
は
「
敵

対
的
」
と
い
う
言
葉
が
非
常
に
曖
昧
な
も
の
で
あ
り
、「
通
常
人
」
と
い
う
概
念
を
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
と
し
て
挿
入
す
る
か
ら
と
い

っ
て
客
観
性
が
増
す
わ
け
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
段
階
で
は
、
法
廷
意
見
が
採
用
し
た
基
準
以
外
に
適
切
な
基

準
が
見
当
た
ら
な
い
と
し
、
法
廷
意
見
の
結
論
に
同
意
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
連
邦
最
高
裁
は
、
本
件
以
前
の
下
級
審
判
決
に
お
け
る
「
通
常
人
」
基
準
と
「
通
常
の
女
性
」
基
準
の
採
用
に
か

か
る
判
断
の
非
一
貫
性
に
対
し
、
客
観
的
基
準
と
し
て
「
通
常
人
」
の
視
点
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
判
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
客

観
的
基
準
と
し
て
「
通
常
人
」
の
視
点
が
採
用
さ
れ
る
根
拠
に
つ
い
て
同
裁
判
所
が
詳
述
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

同
判
決
で
「
通
常
人
」
基
準
の
使
用
が
示
さ
れ
て
以
降
も
、
下
級
審
判
決
の
当
該
論
点
に
関
す
る
争
い
は
継
続
し
て
い
る
。
下
級
審

判
決
は
「
通
常
人
」
基
準
や
、
そ
れ
を
修
正
し
た
「
通
常
の
被
害
者
」
基
準
、
ま
た
「
通
常
の
女
性
」
基
準
を
そ
れ
ぞ
れ
使
い
分
け
続

け
て
い
る
。
た
だ
し
、「
通
常
人
」
基
準
を
用
い
る
裁
判
所
の
中
で
も
、
そ
の
「
通
常
人
」
の
視
点
の
中
に
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害

者
の
視
点
」
の
諸
特
徴
を
包
含
さ
せ
る
べ
き
だ
と
し
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
に
性
別
を
挙
げ
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
第
六
巡
回
区
控
訴

裁
判
所
は
、
申
立
人
が
元
交
際
相
手
か
ら
度
重
な
る
電
話
や
付
き
ま
と
い
、
加
え
て
「
殺
す
ぞ
」
と
い
う
脅
迫
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い

て
、
そ
れ
が
環
境
型
Ｓ
Ｈ
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
、「
客
観
的
に
も
、
主
観
的
に
も
、
虐
待
的
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
たH

arris

判
決
に
言
及
し
た
。
そ
し
て
、
客
観
的
に
敵
対
的
で
あ
る
か
判
断
す
る
際
に
用
い
る
「
通
常
人
」
の
基
準
に
は

被
害
者
と
「
同
様
の
基
本
的
な
特
徴
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
第
七
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、「
通
常
人
」
基
準
を
用

（
10
）

（
11
）

（
12
）
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セクシュアル・ハラスメント法理における「歓迎されないこと」概念の考察（二・完）

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
か
つ
そ
こ
に
被
害
者
と
同
様
の
地
位
に
あ
る
者
か
ら
の
視
点
を
包
含
す
る
こ
と
を
判
示
し
た
。
本
件

の
申
立
人
で
あ
るA

nne D
ey

は
、
被
告
会
社
の
副
社
長
か
ら
日
常
的
に
性
的
コ
メ
ン
ト
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、
仄
め
か
し
と
い
っ
た

言
動
を
被
り
、
彼
女
が
当
該
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
申
立
て
た
一
か
月
後
に
解
雇
さ
れ
た
。
当
裁
判
所
は
、「
被
害
者
へ
の
ハ
ラ
ッ
サ
ー
の

行
為
の
実
際
の
影
響
だ
け
で
は
な
く
、
原
告
の
地
位
に
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

、
通
常
人
へ
同
様
の
行
為
が
及
ぼ
す
影
響
も
考
慮
す
る
」（
強
調
筆
者
）

と
述
べ
、
原
告
の
主
張
を
支
持
す
る
判
決
を
下
し
た
。
一
方
、
一
九
九
九
年
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
環
境
型
Ｓ
Ｈ

が
争
わ
れ
る
事
件
に
お
い
て
、
問
題
と
な
る
行
為
が
違
法
と
な
る
た
め
に
は
、「
裁
判
所
は
、
当
該
言
動
に
対
す
る
被
害
者
の
主
観
的

な
印
象
と
、
通
常
の
被
害
者
の
視
点
か
ら
、
申
立
て
ら
れ
た
活
動
が
違
法
な
Ｓ
Ｈ
を
構
成
す
る
か
否
か
を
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
述
べ
、「
通
常
の
被
害
者
」
基
準
を
用
い
る
こ
と
を
判
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
通
常
の
被
害
者
の
視
点
の
運
用

に
際
し
、
本
件
に
お
い
て
は
、「
通
常
の
女
性
」
が
Ｓ
Ｈ
と
し
て
争
点
と
な
る
言
動
が
ひ
ど
く
敵
対
的
あ
る
い
は
虐
待
的
で
あ
る
と
み

な
し
た
こ
と
を
申
立
人
が
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
述
べ
た
。
本
件
の
原
告
は
大
学
教
員
の
女
性
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
学
内
で

野
宿
者
の
男
性
か
ら
の
つ
き
ま
と
い
に
あ
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
考
慮
す
る
上
で
、
当
裁
判
所
は
「
通
常
の
被
害

者
」
の
視
点
に
申
立
人
の
性
別
を
取
入
れ
判
断
す
る
べ
き
こ
と
を
示
し
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
「
通
常
人
」
基
準
に
被
害

者
の
「
地
位
」
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
踏
み
込
ん
だ
判
決
も
あ
る
。
第
五
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、「
通
常
人
」
基
準
を
採
用
し
な

が
ら
も
、
そ
の
審
査
に
際
し
、「
そ
の
地
位
に
お
い
て
、
同
様
に
保
護
さ
れ
る
集
団
の
通
常
人
に
決
定
的
な
影
響
を
受
け
る
」
と
述
べ
、

「
客
観
的
な
審
査
は
、『
通
常
の
女
性
』
を
妨
げ
る
基
準
で
は
な
い
」
と
判
示
し
た
。
こ
れ
ら
「
通
常
人
」、「
通
常
の
被
害
者
」
基
準

に
対
し
て
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
を
使
用
し
た
裁
判
例
も
あ
る
。D

avis v. T
eam

 Elec. Co.

事
件
に
お
い
て
、
第
九
巡
回
区
控
訴

裁
判
所
は
、
Ｓ
Ｈ
の
成
否
を
審
査
す
る
に
あ
た
り
、
争
わ
れ
る
言
動
が
主
観
的
に
も
客
観
的
に
も
女
性
に
対
し
て
虐
待
的
職
場
環
境
で

あ
っ
た
と
言
え
る
た
め
に
は
、
申
立
人
が
「
通
常
の
女
性
」
が
当
該
言
動
を
虐
待
的
で
あ
る
と
み
な
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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る
と
判
示
し
た
。

　

一
連
の
判
例
の
流
れ
を
概
括
す
る
と
、
ま
ず
、
当
初
下
級
審
判
決
に
お
い
て
、「
通
常
人
」
基
準
及
び
「
通
常
の
女
性
」
基
準
の
運

用
に
関
す
る
争
い
が
み
ら
れ
、
後
にH

arris

事
件
に
お
い
て
連
邦
最
高
裁
が
こ
の
論
点
に
対
し
詳
細
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
「
通
常

人
」
基
準
を
採
用
し
た
。
だ
がH

arris

事
件
以
降
の
下
級
審
判
決
は
、「
通
常
人
」
基
準
、「
通
常
人
」
基
準
に
被
害
者
の
集
団
的
属

性
と
い
う
地
位
を
組
み
込
ん
だ
「
通
常
の
被
害
者
」
基
準
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
基
準
の
運
用
に
関
し
て
見

解
の
一
致
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
一
連
の
基
準
を
巡
っ
て
は
、
特
にEllison

事
件
に
お
い
て
第
九
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
が
職
場

に
お
け
る
性
的
言
動
に
対
す
る
評
価
に
関
す
る
性
差
の
存
在
を
言
明
し
、
か
か
る
性
差
を
「
通
常
の
女
性
」
基
準
を
採
用
す
る
根
拠
と

し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
学
説
上
も
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

第
二
節　

両
基
準
に
関
す
る
議
論
の
検
討

 

（
一
）　

学
説
上
の
「
通
常
の
女
性
」
基
準
の
支
持
根
拠

　

一
九
九
〇
年
代
前
半
、
合
衆
国
連
邦
控
訴
裁
判
所
レ
ベ
ル
に
お
い
て
「
通
常
の
女
性
」
基
準
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
多
く

の
論
者
が
「
通
常
の
女
性
」
基
準
を
支
持
す
る
議
論
を
立
て
た
。
こ
の
「
通
常
の
女
性
」
基
準
を
支
持
す
る
論
者
の
一
人
で
あ
る

Leslie M
. K

erns

は
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
根
拠
と
し
て
、「
通
常
人
」
基
準
に
内
在
す
る
次
の
問
題
を
挙
げ

て
い
る
。
第
一
に
、
こ
の
基
準
は
「
人
」
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
相
貌
を
呈
し
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
暗
黙
裡
に

「
男
性
」
を
主
体
と
し
て
想
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
裁
判
所
が
「
通
常
人
」
基
準
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
結
果
的
に
法
に
お
い

て
「
通
常
」
と
さ
れ
る
も
の
か
ら
女
性
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
そ
の
他
の
社
会
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
お
い
て
低
位
に
置
か
れ
る
人
々
を
排

除
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、「
通
常
人
」
が
歴
史
的
に
男
性
の
表
象
と
な
っ
て
き
た
た
め
に
、「
通
常
人
」
を
用
い
た
法
に
お
け
る

（
17
）

（
18
）

（
19
）
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論
証
は
、
非
感
情
的
な
存
在
と
い
う
伝
統
的
な
男
性
の
特
徴
を
伴
っ
て
き
た
。
従
っ
て
、
こ
の
基
準
の
下
で
は
Ｓ
Ｈ
と
い
う
被
害
に
直

面
し
た
「
女
性
」
の
感
情
を
正
確
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
第
三
に
、「
通
常
人
」
基
準
は
、
両
性
の
間
の
Ｓ
Ｈ
に
対
す
る

「
感
覚
の
差
」
を
捉
え
損
な
う
。
当
該
基
準
に
お
い
て
は
、
職
場
は
い
ま
だ
男
性
と
女
性
双
方
の
た
め
の
領
域
と
言
え
る
ほ
ど
の
レ
ベ

ル
に
は
到
達
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
女
性
に
と
っ
て
不
愉
快
な
こ
と
が
常
に
男
性
に
と
っ
て
不
愉
快
な
こ
と
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い

こ
と
が
認
識
さ
れ
な
い
た
め
、
Ｓ
Ｈ
の
審
査
に
と
っ
て
不
適
切
で
あ
る
。
対
す
る
「
通
常
の
女
性
」
基
準
は
、
男
性
の
裁
判
官
や
陪
審

員
た
ち
に
対
し
て
、
女
性
の
職
を
失
う
こ
と
へ
の
不
安
に
関
す
る
証
言
や
、
ま
た
職
場
に
お
け
る
男
性
と
女
性
の
賃
金
や
そ
の
他
権
力

上
の
格
差
と
い
っ
た
社
会
的
諸
要
素
を
考
慮
さ
せ
う
る
。
従
っ
て
、
Ｓ
Ｈ
の
被
害
の
実
態
の
把
握
と
そ
の
評
価
の
た
め
に
、「
通
常
の

女
性
」
基
準
を
採
用
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
い
う
。
同
様
の
主
張
は
他
の
論
者
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
て
い
る
。D

eborah B. 

Goldberg

も
、
何
を
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
し
て
認
識
す
る
か
に
か
か
る
男
性
と
女
性
の
視
点
の
違
い
を
強
調
し
、
裁
判
官
や
陪
審

員
た
ち
が
こ
う
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
を
評
価
せ
ず
に
「
通
常
人
」
基
準
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
女
性
の
経
験
を
無
視
す
る
結
果
を
招

く
と
指
摘
す
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
以
降
も
、
こ
の
基
準
を
擁
護
す
る
論
者
は
存
在
す
る
。
例
え
ばCaroline A

. Forell

とD
onna M

. 

M
atthew

s

は
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
を
採
用
す
る
べ
き
根
拠
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
文
化
・
社
会
的
諸
関
係
と
、
そ
の
帰
結
あ
る

い
は
表
象
と
し
て
の
性
的
言
動
に
関
す
る
評
価
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
第
一
に
、
Ｓ
Ｈ
の
被
害
者
が
圧
倒
的

に
女
性
に
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
男
性
が
、
職
場
で
の
女
性
の
言
動
を
性
的
で
あ
り
、
か
つ
歓
迎
し
て
い
る
と
捉
え
る
傾
向
が
あ
る
こ

と
の
証
左
で
あ
る
（
従
っ
て
彼
ら
は
、
彼
ら
の
認
識
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
性
的
な
ふ
る
ま
い
を
行
っ
て
き
た
女
性
に
対
し
、
性
的
な
応
答
を
行

う
）。
第
二
に
、
伝
統
的
な
男
ら
し
さ
の
視
点
が
、
支
配
的
な
行
為
─
─
他
者
へ
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
─
─
と
、
男
性
が
支
配
的
行

為
を
行
う
手
段
と
し
て
セ
ッ
ク
ス
を
用
い
る
こ
と
を
促
す
。
第
三
に
、
女
性
の
職
場
に
お
け
る
従
属
的
な
地
位
が
彼
女
達
を
性
化
す
る

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）
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が
故
に
、
男
性
は
女
性
に
対
し
性
的
に
嫌
が
ら
せ
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
。
即
ち
、
女
性
に
対
す
る
権
力
を
男
性
が
有
し
て
い
る
こ
と

が
性
的
特
徴
と
な
り
、
支
配
を
性
的
な
ス
リ
ル
と
し
て
経
験
し
よ
う
と
す
る
契
機
と
な
る
の
で
あ
る
。「
概
し
て
、
男
性
は
女
性
よ
り

も
社
会
的
、
組
織
的
、
身
体
的
な
権
力
を
有
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
人
々
が
セ
ッ
ク
ス
を
通
じ
て
権
力
を
乱
用
す
る
際
、
乱
用
さ
れ
る

者
は
大
抵
女
性
な
の
で
あ
る
」。
こ
のM

atthew
s

の
指
摘
は
、
Ｓ
Ｈ
の
発
生
す
る
文
脈
に
、
職
場
に
お
け
る
上
司
と
部
下
と
い
う
権

力
関
係
に
加
え
、
両
性
間
の
性
化
さ
れ
た
権
力
関
係
が
包
含
さ
れ
て
い
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

Forell

及
びM

atthew
s

の
分
析
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
社
会
的
諸
関
係
を
背
景
に
、
職
場
に
お
け
る
セ
ッ
ク
ス
に
対
す
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
化
さ
れ
た
態
度
と
経
験
が
誘
起
さ
れ
る
。
即
ち
、
圧
倒
的
な
性
暴
力
の
被
害
者
で
あ
る
女
性
に
と
っ
て
、
職
場
に
お
け
る
セ
ッ
ク

ス
は
「
危
険
」
に
な
り
う
る
。
そ
れ
故
に
、「
ひ
と
た
び
職
場
が
性
化
さ
れ
れ
ば
、
女
性
は
よ
り
不
安
感
、
懸
念
、
屈
辱
感
、
ま
た
は

怒
り
を
感
じ
る
可
能
性
が
高
い
」。
女
性
は
、
職
場
に
お
け
る
セ
ッ
ク
ス
を
「
危
険
」
と
み
な
す
と
同
時
に
、
セ
ッ
ク
ス
を
職
場
の
外

に
留
め
る
こ
と
を
望
む
。
何
故
な
ら
、
セ
ッ
ク
ス
と
仕
事
が
結
び
つ
く
と
き
、
女
性
は
モ
ノ
化
さ
れ
た
者
（ones objectified

）
と
な

る
。「
性
役
割
の
余
波
」
は
、「
性
化
さ
れ
、
モ
ノ
化
さ
れ
た
女
性
と
い
う
社
会
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
期
待
と
、
性
と
は
無
関
係

な
存
在
と
し
て
の
男
性
と
い
う
前
提
が
、
広
範
な
文
化
か
ら
職
場
へ
と
持
ち
込
ま
れ
る
」
こ
と
を
生
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
女
性
が
セ
ッ
ク
ス
を
職
場
か
ら
排
す
る
こ
と
を
望
む
一
方
で
、
職
場
で
の
性
的
言
動
に
対
し
て
明
確
に
拒
否
や
反
感
を
示
す
こ

と
の
で
き
る
女
性
が
多
い
と
は
言
え
な
い
。
女
性
は
概
し
て
経
済
的
に
脆
弱
で
あ
る
。
女
性
の
経
済
的
脆
弱
性
は
、
職
場
で
女
性
が
Ｓ

Ｈ
に
対
し
明
確
な
拒
否
を
示
す
こ
と
を
困
難
に
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
し
、
多
く
の
女
性
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
申
立
て
を
行
う
こ
と

に
よ
り
職
を
失
う
リ
ス
ク
を
と
り
た
が
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。「
通
常
の
女
性
」
基
準
支
持
者
ら
に
と
っ
て
、
こ
の
労
働
者
た
る
女
性
た

ち
の
共
通
の
経
験
こ
そ
が
、
職
場
に
お
け
る
性
的
言
動
の
審
査
に
お
い
て
女
性
の
視
点
か
ら
の
基
準
が
必
要
と
な
る
根
拠
で
あ
る
。

Forell

及
びM

atthew
s

は
、
こ
う
し
た
社
会
的
状
況
下
に
お
い
て
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
が
、
職
場
に
お
け
る
性
的
か
つ
性
差
別

（
24
）（

25
）

（
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）

（
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）
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的
行
為
に
関
す
る
法
的
意
思
決
定
者
及
び
雇
用
上
の
意
思
決
定
者
の
予
測
を
変
化
さ
せ
、
全
て
の
合
衆
国
国
民
に
と
っ
て
の
実
質
的
平

等
を
達
成
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
な
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
通
常
の
女
性
」
基
準
を
支
持
す
る
論
者
ら
は
概
ね
、Ellison

判
決
内
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、「
何
を
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
感
じ
る

か
」
に
関
す
る
現
実
の
社
会
的
状
況
下
に
お
け
る
両
性
の
「
感
覚
の
差
」、
そ
し
て
現
実
の
「
女
性
の
経
験
」
を
重
視
す
る
点
で
一
致

し
て
い
る
と
言
え
る
。「
通
常
人
」
基
準
は
潜
在
的
に
男
性
の
視
点
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
て
お
り
、
女
性

に
対
し
排
他
的
に
作
用
す
る
。
従
っ
て
、
彼
女
達
は
、「
通
常
人
」
基
準
の
下
で
は
現
実
の
「
女
性
の
感
覚
」
と
「
経
験
」
が
、
Ｓ
Ｈ

の
成
否
を
審
査
す
る
裁
判
官
や
陪
審
員
た
ち
に
正
確
に
評
価
さ
れ
な
い
と
述
べ
る
。
確
か
に
、Rabidue

事
件
に
お
け
る
多
数
意
見
の

「
通
常
人
」
基
準
の
運
用
を
み
る
に
、
そ
こ
で
実
際
の
「
女
性
の
感
覚
」
が
正
確
に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
社
会
的
現
実

と
し
て
職
場
に
性
的
言
動
が
溢
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
「
通
常
人
」
が
こ
れ
を
寛
容
に
捉
え
て
い
る
と
す
る
多
数
意
見
の
評
価
が
、

「
通
常
人
」
を
暗
黙
裡
に
職
場
内
で
の
性
的
言
動
に
寛
容
な
主
体
像
─
─
反
対
意
見
で
は
こ
れ
が
「
男
性
」
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
─
─
を
想
定
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
こ
と
は
正
鵠
を
射
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
故
に
、「
通
常
人
」
基

準
に
代
わ
っ
て
「
通
常
の
女
性
」
基
準
を
デ
フ
ォ
ル
ト
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
は
批
判
も
あ
る
。

 

（
二
）　
「
通
常
の
女
性
」
基
準
に
対
す
る
批
判

　

例
え
ばN

aom
i R. Cahn

は
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
が
、
例
え
ば
、
女
性
に
関
す
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
、
デ
リ
ケ
ー
ト
で
、
職
場

に
お
い
て
男
性
が
容
易
に
許
容
で
き
る
行
為
か
ら
保
護
す
べ
き
存
在
と
す
る
よ
う
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
含
有
し
、
そ
れ
を
永
続
化
さ

せ
る
効
果
を
有
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
彼
女
は
、「
通
常
の
女
性
」
の
視
点
と
一
概
に
把
握
す
る
こ
と
が
性
別
以
外
の
多
様
な

視
点
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
る
と
も
主
張
す
る
。
曰
く
、「
通
常
の
女
性
の
活
動
は
、
彼
女
が
黒
人
か
あ
る
い
は
白
人
か
、
裕
福
か
貧

（
28
）

（
29
）
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困
か
、
専
門
職
な
の
か
失
業
中
な
の
か
に
よ
り
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
通
常
の
女
性
基
準
は
、
こ
れ
ら
の
多
様
な
視
点
を
包
含
せ
ず
、

代
わ
り
に
ク
ッ
キ
ー
の
抜
型
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
創
出
す
る
」。
要
す
る
に
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
は
、
Ｓ
Ｈ
の
成
否
を
「
女
性
の

視
点
」
か
ら
把
握
す
る
と
い
う
包
括
性
を
趣
旨
と
す
る
一
方
で
、
そ
の
実
、「
女
性
」
と
い
う
性
別
集
団
に
対
す
る
「
社
会
」
一
般
の

一
面
的
な
見
方
を
温
存
／
増
強
す
る
と
し
て
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
の
排
他
性
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、Cahn
と
同
じ
く
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
の
孕
む
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
の
危
険
性
を
指
摘
す
るK

athryn A
bram

s

は
、

法
に
お
け
る
本
質
主
義
─
─
そ
れ
は
、「
女
性
」
と
い
う
集
団
に
か
か
る
要
素
を
最
大
公
約
数
的
に
導
き
出
す
こ
と
で
、
一
定
の
類
型

の
「
女
性
」
を
「
標
準
」
と
す
る
作
用
を
有
す
る
と
さ
れ
る
─
─
を
回
避
す
る
た
め
に
、「
通
常
人
」
基
準
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と

主
張
す
る
。A

bram
s

曰
く
、
Ｓ
Ｈ
の
視
点
は
、
生
物
学
的
性
差
、
人
生
経
験
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
は
な
く
、
む
し
ろ
女
性
の
不
平
等
に

関
す
る
多
様
な
情
報
源
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
視
座
は
、
生
得
的
な
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
の
問
題
な
の
で
は
な
く
、

情
報
に
基
づ
く
セ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
女
性
と
男
性
双
方
に
お
い
て
啓
発
さ
れ
得
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
通

常
の
女
性
」
基
準
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
強
化
し
、
な
お
か
つ
女
性
と
い
う
集
団
内
に
あ
る
差
異

を
固
定
化
す
る
危
険
を
孕
む
。A

bram
s

に
と
っ
て
、「
通
常
人
」
基
準
と
「
通
常
の
女
性
」
基
準
の
争
い
は
本
質
的
な
問
題
で
は
な

い
。
Ｓ
Ｈ
と
い
う
特
定
の
現
象
に
関
し
て
的
確
に
論
じ
る
た
め
に
は
、
事
実
の
認
定
者
が
、「
通
常
の
事
実
の
認
定
者
（reasonable 

trier of fact

）」
た
り
得
る
た
め
、
当
該
現
象
に
つ
い
て
の
情
報
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
「
通
常
の
事
実
の
認

定
者
」
と
は
、
そ
こ
で
解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題
に
関
し
特
徴
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
、
十
分
に
情
報
を
与
え
ら
れ
た
者
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
Ｓ
Ｈ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
関
す
る
情
報
は
次
の
事
柄
と
な
る
。
①
Ｓ
Ｈ
が
、
職
場
に
お
い
て
女
性

が
直
面
し
て
お
り
、
ま
た
直
面
し
続
け
る
複
合
的
な
障
壁
─
─
こ
の
障
壁
は
、
女
性
を
職
場
内
で
周
縁
化
し
、
彼
女
達
の
運
命
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
も
の
で
あ
る
─
─
の
一
つ
で
あ
る
。
②
社
会
に
お
け
る
女
性
に
よ
る
セ
ッ
ク
ス
へ
の
意
味
付
け
は
多
様
で
は
あ
る
も
の

（
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の
、
女
性
は
職
場
に
お
け
る
セ
ッ
ク
ス
に
対
し
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
づ
け
を
行
う
傾
向
に
あ
る
。
③
Ｓ
Ｈ
は
、
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な

っ
た
人
物
の
職
場
生
活
へ
深
刻
な
諸
影
響
─
─
雇
用
条
件
や
、
職
務
を
達
成
す
る
能
力
、
自
尊
感
情
を
変
更
し
得
る
─
─
を
与
え
る
。

④
Ｓ
Ｈ
に
対
す
る
特
定
個
人
の
実
際
の
対
応
は
多
岐
に
渡
る
が
、
当
該
言
動
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
被
害
者
が
当
該
行
為

に
苦
痛
を
感
じ
た
の
か
否
か
を
判
断
す
る
に
際
し
、
Ｓ
Ｈ
の
被
害
者
の
対
応
が
良
き
指
標
に
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
の
Ｓ
Ｈ

の
生
じ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
分
析
に
基
づ
く
評
価
は
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
を
「
通
常
人
」
基
準
に
置
き
換
え
る
こ
と
な
し
に
成
し

遂
げ
ら
れ
る
。
従
っ
て
彼
女
は
、「
通
常
人
」
か
ら
「
通
常
の
女
性
」
へ
と
文
言
を
変
え
る
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
、
Ｓ
Ｈ
の
成
否
を
判

断
す
る
「
主
体
」
に
よ
る
Ｓ
Ｈ
の
生
じ
る
背
景
と
そ
の
効
果
に
関
す
る
情
報
を
把
握
す
べ
き
で
あ
る
と
推
奨
す
る
。
こ
の
よ
う
に

A
bram

s

は
、「
通
常
人
」
基
準
の
内
容
を
、
Ｓ
Ｈ
の
生
じ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
関
す
る
情
報
を
よ
り
多
く
与
え
ら
れ
た
状
態
と
解
釈

す
る
こ
と
で
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
に
お
け
る
「
女
性
」
の
一
元
的
理
解
と
い
う
問
題
を
回
避
す
る
と
同
時
に
、「
通
常
人
」
基
準
に

対
す
る
「
通
常
の
女
性
」
基
準
支
持
者
ら
の
批
判
を
克
服
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

　

ま
た
、
リ
ベ
ラ
ル
な
平
等
主
義
の
立
場
を
採
るM

ayo M
oran

もA
bram

s

同
様
、「
通
常
人
」
基
準
と
「
通
常
の
女
性
」
基
準
の

争
い
を
そ
の
文
言
上
の
問
題
に
還
元
し
な
い
態
度
を
取
り
、「
通
常
人
」
基
準
を
支
持
す
る
。M

oran

は
、
先
述
の
「
通
常
の
女
性
」

基
準
を
支
持
す
る
論
者
に
共
通
す
る
問
題
意
識
を
一
定
程
度
共
有
し
な
が
ら
も
、Cahn

やA
bram

s

と
同
じ
く
、「
通
常
の
女
性
」

基
準
に
か
か
る
女
性
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
と
い
う
問
題
や
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
を
よ
り
被
害
者
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
位
置
づ
け

る
こ
と
で
細
分
化
し
て
い
く
こ
と
に
よ
る
当
該
基
準
の
混
迷
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
そ
こ
で
彼
女
は
、
上
述
のA

bram
s

の
「
通
常

人
」
基
準
を
維
持
し
な
が
ら
そ
の
審
査
内
容
に
一
定
の
方
向
付
け
を
行
う
と
い
う
修
正
方
針
を
支
持
す
る
立
場
を
採
る
。M

oran

に

よ
れ
ば
、「
通
常
人
」
基
準
は
伝
統
的
に
刑
法
や
民
法
に
関
す
る
事
件
で
訴
訟
当
事
者
の
有
責
性
を
判
断
す
る
機
能
を
果
た
し
て
き
た

が
、
Ｓ
Ｈ
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
は
、
被
害
者
の
主
観
に
着
目
す
る
機
能
を
果
た
す
。
こ
の
こ
と
は
特
に
、
構
造
的
不
平
等
が
関
連
す

（
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る
Ｓ
Ｈ
と
い
う
問
題
／
訴
訟
に
お
い
て
、
申
立
人
の
地
位
を
強
調
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。
そ
し
て
裁
判
官
に
よ
る
申
立
人
の
地
位
に
あ

る
「
通
常
人
」
に
関
す
る
深
い
知
識
が
、
申
立
人
が
脆
弱
な
地
位
に
あ
る
こ
と
を
よ
り
反
映
し
た
審
査
を
促
す
た
め
の
手
段
と
な
る
可

能
性
を
示
す
の
で
あ
る
。

　

両
者
の
議
論
は
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
を
支
持
す
る
論
者
と
そ
の
問
題
認
識
を
共
有
し
て
い
る
。
し
か
し
Ｓ
Ｈ
が
生
じ
る
文
脈
に

お
い
て
い
か
に
被
害
者
（
こ
こ
で
は
そ
の
数
に
お
い
て
圧
倒
的
な
被
害
者
で
あ
る
女
性
が
想
定
さ
れ
て
い
る
）
の
主
観
を
正
確
に
評
価

す
る
か
と
い
う
問
題
に
対
し
、「
通
常
の
女
性
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
な
く
と
も
、
こ
れ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
す
な

わ
ち
、A

bram
s

とM
oran

両
者
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｈ
に
お
け
る
適
切
な
審
査
基
準
に
と
っ
て
、「
通
常
人
」
か
「
通
常
の
女
性
」
か

と
い
う
表
現
上
の
差
異
は
決
定
的
な
問
題
と
は
な
ら
な
い
。

 

（
三
）　
「
通
常
の
女
性
」
基
準
と
同
性
間
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

A
nn C. M

cGinley

は
、
右
の
両
論
者
の
議
論
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
「
通
常
の
女
性
」
基
準
と
実
質
的
に
同
義
で
あ
る
と
指
摘

す
る
。M

cGinley

は
、
両
論
者
の
、
事
実
の
認
定
者
が
個
人
の
諸
特
徴
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
主
張
に
同
意
し
つ
つ
も
、

両
論
者
の
分
析
に
は
以
下
の
懸
念
が
あ
る
と
い
う
。
第
一
に
、
彼
女
達
の
提
唱
す
る
修
正
さ
れ
た
「
通
常
人
」
基
準
は
、
事
実
上
「
通

常
の
女
性
」
基
準
と
同
義
で
あ
る
た
め
、
当
該
分
析
下
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｈ
に
関
連
す
る
特
定
の
諸
特
徴
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
結
合
に

対
し
、
た
だ
一
つ
の
通
常
の
反
応
し
か
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
彼
女
達
は
「
通
常
の
女
性
」
の
典
型
的
な
状
況
に

焦
点
を
当
て
た
議
論
を
し
て
い
る
た
め
に
、
彼
女
達
の
主
張
す
る
「
通
常
人
」
基
準
が
、
同
性
間
の
Ｓ
Ｈ
の
被
害
者
で
あ
る
男
性
、
ま

た
全
て
の
同
性
間
の
Ｓ
Ｈ
の
被
害
者
に
対
し
い
か
に
影
響
す
る
の
か
を
、
考
慮
し
な
い
傾
向
に
あ
る
。M

cGinley

に
よ
れ
ば
、
全
て

の
タ
イ
プ
の
被
害
者
に
と
っ
て
有
効
な
基
準
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
女
性
は
完
全
に
Ｓ
Ｈ
か
ら
保
護
さ
れ
う
る
。
彼
女
は
、

（
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M

oran

とA
bram

s

や
他
の
論
者
に
よ
る
「
被
害
者
と
し
て
の
女
性
」
に
関
す
る
フ
ォ
ー
カ
ス
が
、「
裁
判
官
や
陪
審
員
た
ち
が
、
職

場
に
お
け
る
男
性
の
被
害
者
が
『
男
ら
し
さ
』
の
規
範
に
よ
り
被
害
を
被
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
認
識
す
る
こ
と
の
助
け
に
は
な
ら

な
い
」
と
述
べ
る
。
そ
こ
でM

cGinley

は
、
環
境
型
Ｓ
Ｈ
に
お
け
る
適
切
な
客
観
的
審
査
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
重
要
な
点
は
、
男

性
を
通
常
人
の
反
応
の
仕
方
に
関
す
る
判
断
の
目
安
に
用
い
な
い
こ
と
、
男
性
と
女
性
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
と
る
反
応
を
決
す
る

に
あ
た
り
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
避
け
る
こ
と
、
そ
し
て
同
様
の
一
連
の
言
動
に
対
す
る
広
範
な
通
常
の
反
応

4

4

4

4

4

4

4

4

を
認
識
す
る
こ
と
で
あ

る
と
主
張
す
る
。
右
の
こ
と
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
事
実
の
認
定
者
は
、
社
会
に
お
け
る
権
力
関
係
を
反
映
し
た
職
場
の
多
様
な
コ

ン
テ
ク
ス
ト
及
び
被
害
者
の
経
験
の
差
異
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
具
体
的
な
審
査
内
容
と
し
て
彼
女
は
、
①
原
告
の
個

人
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
②
被
害
者
に
脆
弱
性
を
付
与
す
る
職
場
内
外
の
諸
状
況
、
③
職
場
に
お
け
る
地
位
及
び
／
又
は
社
会
的

権
力
に
基
づ
く
加
害
者
の
相
対
的
な
権
力
、
④
職
場
の
地
位
及
び
／
又
は
社
会
的
権
力
に
基
づ
く
被
害
者
の
相
対
的
な
無
力
感
（pow

-

erlessness

）、
⑤
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
被
っ
た
と
さ
れ
る
個
人
が
、
社
会
的
に
周
縁
化
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
⑥
職
場
の
動
態
、
⑦
職

場
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
挙
げ
る
。
こ
の
よ
う
にM

cGinley

は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
者
像
を
暗
黙
裡
に
「
女
性
」
と
想
定
す
る
こ

と
で
同
性
間
Ｓ
Ｈ
や
女
性
か
ら
男
性
に
対
す
る
Ｓ
Ｈ
を
正
確
に
評
価
し
損
な
う
こ
と
を
問
題
視
し
、
上
記
①
～
⑦
の
情
報
を
環
境
型
Ｓ

Ｈ
審
査
に
組
入
れ
る
こ
と
で
、「
女
性
」
に
限
ら
ず
、
様
々
な
諸
特
徴
を
審
査
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

確
か
にM

cGinley

の
言
う
よ
う
に
、「
通
常
人
」
基
準
支
持
者
も
、
ま
た
「
通
常
の
女
性
」
基
準
支
持
者
も
、
Ｓ
Ｈ
の
被
害
者
を

暗
黙
裡
に
「
女
性
」
と
想
定
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
論
者
が
そ
こ
で
被
害
者
を
「
女
性
」
と
想
定
し
て
い
る
の
は
、

Ｓ
Ｈ
が
歴
史
的
に
も
女
性
を
標
的
と
し
て
生
じ
る
性
差
別
と
し
て
機
能
し
て
き
て
お
り
、
ま
た
そ
の
被
害
を
救
済
す
べ
き
司
法
が
、
当

の
「
女
性
の
視
点
」
を
体
系
的
に
無
視
し
て
き
た
こ
と
の
反
省
に
立
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、M

cGinley

の
言
う
よ
う

に
、
Ｓ
Ｈ
の
典
型
的
被
害
者
を
女
性
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
他
の
性
別
に
対
す
る
Ｓ
Ｈ
や
同
性
間
の
Ｓ
Ｈ
の
被
害
者
の
「
視
点
」
を
捉

（
43
）

（
44
）

（
45
）
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え
損
な
う
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
彼
女
の
指
摘
す
る
よ
う
な
効
果
を
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
や
「
通
常

人
」
基
準
の
運
用
が
実
際
に
生
じ
さ
せ
る
の
か
ど
う
か
は
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
効
果
が
実
際
に
生

じ
る
場
合
、
そ
れ
が
夫
々
の
基
準
に
内
在
的
な
課
題
故
な
の
か
否
か
を
理
論
的
に
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
─
─
今
後
の
検
討
課
題
─
─

　

以
上
、
Ｓ
Ｈ
に
お
け
る
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件
と
い
う
申
立
人
の
「
主
観
」
の
審
査
に
焦
点
を
当
て
、
合
衆
国
判
例
に
お
け
る
当

該
審
査
に
関
す
る
展
開
、
及
び
合
衆
国
に
お
け
る
当
該
審
査
に
関
す
る
議
論
を
見
て
き
た
。
判
例
は
、
Ｓ
Ｈ
と
し
て
争
わ
れ
る
言
動
が

発
生
し
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
審
査
に
申
立
人
の
日
頃
の
振
る
舞
い
に
関
す
る
証
拠
を
取
入
れ
、
問
題
と
な
る
言
動
に
対
し
申
立
人
が

「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
と
感
じ
た
か
否
か
を
審
査
し
て
き
た
。
だ
が
、
既
に
指
摘
し
た
通
り
、
職
場
で
の
性
的
言
動
に
申
立
人
が
参
加
し

た
場
合
に
も
お
い
て
も
、
そ
こ
に
性
的
言
動
が
溢
れ
る
職
場
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
獲
得
と
い
う
申
立
人
の
主
観
的
意
図
が
存
在
し
て
い

た
場
合
も
あ
る
（
第
二
章
第
二
節
参
照
）。
ま
た
、
申
立
人
が
性
的
言
動
に
加
わ
っ
て
い
た
事
実
が
、
直
ち
に
Ｓ
Ｈ
と
し
て
争
わ
れ
る

言
動
を
「
歓
迎
し
て
い
た
」
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
職
場
に
お
け
る
性
的
言
動
に
対
す
る
評
価
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
が
あ
る
こ

と
も
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
問
題
は
、
Ｓ
Ｈ
と
し
て
争
わ
れ
る
言
動
が
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
の
か
否
か
を
、
誰
の
視
点
を
基
に

判
断
す
る
の
か
と
い
う
法
主
体
像
に
関
す
る
論
点
へ
と
推
移
す
る
。

　

判
例
は
当
該
論
点
に
関
し
、
主
に
下
級
審
判
決
に
お
い
て
、「
通
常
人
」
基
準
と
「
通
常
の
女
性
」
基
準
、
及
び
「
通
常
の
被
害

者
」
基
準
を
そ
れ
ぞ
れ
使
い
分
け
、
問
題
と
な
る
職
場
で
の
性
的
言
動
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
て
き
た
が
、
未
だ
一
貫
し
た
答
え
を
導

出
で
き
て
は
い
な
い
。
ま
た
申
立
人
の
「
主
観
」
の
審
査
に
関
す
る
学
説
状
況
も
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
と
「
通
常
人
」
基
準
の
い

ず
れ
を
支
持
す
る
の
か
に
つ
き
争
い
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
説
状
況
に
関
し
て
言
え
ば
、
近
年
の
議
論
は
、
よ
り
Ｓ
Ｈ
の
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生
じ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
社
会
的
な
権
力
関
係
に
関
す
る
状
況
を
審
査
基
準
へ
反
映
さ
せ
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。
い
う
な
れ
ば
「
通
常
人
」
基
準
支
持
者
も
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
支
持
者
も
、
Ｓ
Ｈ
の
申
立
人
の
「
主
観
」
に
社
会
的

コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
客
観
的
に
読
み
込
み
、
社
会
的
に
脆
弱
な
立
場
に
あ
る
人
の
「
自
由
」
の
主
観
的
な
制
約
要
素
を
考
量
す
る
こ
と
で
、

「
主
観
」
を
正
確
に
評
価
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
点
で
共
通
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
社
会
的
状
況
下
に

あ
る
「
具
体
的
個
人
」
像
の
究
明
と
い
う
本
稿
の
問
題
関
心
に
照
ら
す
と
、
そ
れ
は
社
会
的
に
脆
弱
な
立
場
に
あ
る
「
個
人
」
を
取
り

巻
く
「
具
体
的
な
現
実
」
を
、
法
理
上
客
観
的
に
評
価
す
る
た
め
の
基
準
定
立
へ
の
挑
戦
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、M

c-

Ginley

も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
と
Ｓ
Ｈ
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ
の
基
準
支
持
者
の
分
析
に
お
い
て
も
、
そ
の
現
象
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
の
表
象
と
し
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
主
軸
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
故
に
、
同
性
間
の
Ｓ
Ｈ
や
女
性
か
ら
男
性
に
対
す
る
Ｓ
Ｈ
に
お
い
て
、

「
通
常
の
女
性
」
基
準
及
び
修
正
主
義
的
な
「
通
常
人
」
基
準
が
与
え
る
影
響
を
い
か
に
評
価
す
べ
き
か
と
い
う
課
題
が
残
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
典
型
的
な
男
性
か
ら
女
性
に
対
す
る
Ｓ
Ｈ
に
加
え
、
同
性
間
Ｓ
Ｈ
や
女
性
か
ら
男
性
に
対
す
る
Ｓ
Ｈ
に
関
す
る
具
体
的
な

諸
事
件
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ｓ
Ｈ
と
い
う
事
象
に
お
い
て
、
ま
た
社
会
的
状
況
下
に
お
い
て
、
周
縁
化
さ
れ
、
社
会
的
に
脆
弱
な
地
位
に
置
か
れ
る
「
個
人
」
は

当
然
な
が
ら
女
性
に
限
ら
れ
な
い
。「
個
人
」
に
付
随
す
る
／
せ
ら
れ
る
属
性
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
も
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
女
性
」
と
い
う
性
別
集
団
と
「
個
人
」
と
の
関
係
か
ら
Ｓ
Ｈ
法
理
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
多
様
性
を
法
主
体

像
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
の
切
口
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
学
は
こ
れ
ま
で
、
法
に
よ
り
排
除
さ
れ
て
き
た
「
女
性
」
の
視
点
や
経
験
の
再
評
価
を
要
請
し
て
き
た
。
だ
が
し
か

し
、
こ
の
要
請
は
、「
女
性
」
と
い
う
性
別
集
団
に
属
す
る
者
の
み
に
意
義
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
社
会
的
に
不
利
な

立
場
に
あ
る
属
性
と
既
存
の
法
主
体
像
と
の
関
係
に
も
新
た
な
分
析
視
座
を
供
す
る
、「
普
遍
性
」
を
含
蓄
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
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で
あ
る
。
近
代
法
に
お
け
る
主
体
像
の
排
他
性
を
指
摘
し
、
そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
視
点
を
織
込
む
と
い
う
試
み
に
お
い
て
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
法
学
自
体
が
批
判
し
て
き
た
法
主
体
像
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
を
踏
襲
す
る
こ
と
は
─
─
た
と
え
そ
れ
が
既
存
の
法
主
体
像

を
批
判
す
る
者
が
全
く
意
図
し
て
い
な
い
こ
と
だ
と
し
て
も
─
─
、
そ
の
批
判
が
持
つ
意
味
を
減
殺
し
な
い
た
め
に
も
、
避
け
ね
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
の
検
討
は
、
社
会
的
状
況
下
に
お
け
る
「
自
由
」
の
制
約
要
素
が
正
面
か
ら
検
討
さ
れ
た
Ｓ
Ｈ
法
理
と
い

う
法
領
域
の
分
析
に
限
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
、
社
会
的
状
況
下
の
「
自
由
」
の
行
為
主
体
と
既
存
の
法
主
体
像
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
生
じ
る
一
局
面
の
検
討
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
社
会
的
状
況
下
に
お
け
る
「
自
由
」
の
制
約
要
素
を
加
味
し
た
近
代

法
主
体
像
の
再
検
討
と
い
う
課
題
に
取
組
む
た
め
に
は
、
本
稿
で
は
扱
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
他
の
社
会
的
状
況
下
で
の
「
自
由
」

の
制
約
が
争
点
と
な
る
領
域
も
含
め
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
考
察
は
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

510 U
.S. 17 (1993).
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H

arris v. Forklift System
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H
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議
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イ
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パ
ク
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。
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す
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Id.米

国
労
働
省
に
よ
る
調
査
も
社
会
に
お
け
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
し
て
女
性
が
不
均
衡
に
表
れ
る
こ
と
を
示
す
。Id, at 32.

N
aom

i R. Cahn, Looseness of Legal Language: T
he R

easonable W
om

an Standard in T
heory and in Practice, 77 Cor-

nell L. Rev. 1398, 1432 (1991-1992).
加
え
て
彼
女
は
、
こ
の
基
準
が
、
男
性
が
通
常
の
女
性
が
不
快
に
思
う
で
あ
ろ
う
行
為
に
よ
っ
て
害
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
、
男
性
に
対
す
る

誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
も
生
じ
さ
せ
る
と
指
摘
す
る
。Id. at 1434.

 Id.も
っ
と
も
、Cahn
は
こ
う
し
た
「
通
常
の
女
性
」
基
準
の
孕
む
問
題
を
承
認
し
な
が
ら
も
、「
そ
の
誤
っ
た
解
釈
の
可
能
性
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
通
常
の
女
性
基
準
は
、
裁
判
官
や
陪
審
員
に
、
女
性
の
活
動
と
彼
女
た
ち
自
身
の
期
待
に
関
す
る
異
な
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
イ
ン
パ
ク
ト
を
認
識
す
る
こ
と
を
促
す
」
と
述
べ
、
結
論
と
し
て
、「
通
常
の
女
性
基
準
は
、
単
な
る
『
合
理
性
』
に
基
づ
く
他
の
い
か
な
る

定
式
化
よ
り
も
優
れ
た
代
替
策
で
あ
る
」
と
す
る
。Id. at 1434-1435.

K
athryn A
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ew
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Id. at 1177.
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M
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 Clark L. Rev. 

1233 (2010).
Id. at 1271-1274.
Id.
Id.こ

の
両
論
者
の
認
識
を
裏
付
け
る
よ
う
な
議
論
も
な
さ
れ
て
い
る
。Elizabeth L. Shoenfelt

は
、
Ｓ
Ｈ
事
件
に
お
け
る
事
実
の
認
定
者

ら
が
、
実
際
に
、
Ｓ
Ｈ
と
し
て
争
わ
れ
る
言
動
の
審
査
に
お
け
る
「
通
常
人
」
基
準
と
「
通
常
の
女
性
」
基
準
の
使
用
如
何
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の

「
視
点
」
を
変
化
さ
せ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
大
学
の
学
部
生
を
対
象
と
し
た
実
証
研
究
を
行
っ
た
。
調
査
結
果
は
、
男
性
に
比
し
て
、

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（阪大法学）69（1-58）　 58 〔2019. 5 〕



セクシュアル・ハラスメント法理における「歓迎されないこと」概念の考察（二・完）

女
性
の
方
が
問
題
と
な
る
言
動
を
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
認
識
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
を
示
し
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
を
用

い
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
通
常
人
」
基
準
を
用
い
る
の
か
に
よ
り
、
事
実
の
認
定
者
の
「
視
点
」
が
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

と
は
い
え
、Shoenfelt

は
、
法
シ
ス
テ
ム
が
女
性
の
視
点
を
考
慮
す
る
基
準
を
包
容
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、「
通
常
の
女
性
」
基

準
に
含
意
さ
れ
る
女
性
の
主
観
の
正
確
な
評
価
と
い
う
目
的
自
体
は
放
棄
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
。
故
に
彼
女
は
、「
通
常
人
」
基
準
を

よ
り
実
際
の
Ｓ
Ｈ
被
害
者
女
性
の
視
点
を
反
映
し
た
も
の
へ
匡
正
す
る
た
め
に
、
例
え
ば
、
男
性
の
陪
審
員
が
、
Ｓ
Ｈ
へ
の
視
点
に
影
響
を
与
え

る
可
能
性
の
あ
る
女
性
の
経
験
に
関
し
十
分
に
情
報
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
と
い
うA
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